
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

トラック運送業の適正運賃・料金検討会について

資料４



トラック運送業の適正運賃・料金検討会

○自動車局においては、トラック運送事業者の取引環境の改善及び長時間労働の抑制に取り組むため、平成２

７年度、厚生労働省と共同で、荷主も構成員に含めた「トラック輸送における取引環境・労働時間改善協議会」を

設置。

○同協議会における取引環境改善に向けた議論に先立ち、適正運賃・料金収受に関する議論の論点整理や方

向性に関する助言を行うための場として、平成２８年７月に「トラック運送業の適正運賃・料金検討会」を設置。

第４回検討会までの議論を踏まえ、平成２９年８月４日に標準貨物自動車運送約款等を改正し同年１１月４日

に施行。

○平成２９年１２月２０日に開催した第５回検討会以降、持続可能なトラック事業運営等のために必要なコスト構

成等についてのトラック事業者・荷主の双方における共通かつ適切な理解の形成を促すための方策等につい

て検討。

委員

【学識経験者】
・藤井 聡 京都大学工学部工学研究科教授（座長）
・野尻 俊明 流通経済大学学長
・苦瀬 博仁 流通経済大学流通情報学部教授
・柳澤 宏輝 弁護士（長島・大野・常松法律事務所）

【行政】
・平嶋 隆司 国土交通省自動車局貨物課長
・多田 浩人 国土交通省総合政策局参事官（物流産業）
・藤枝 茂 厚生労働省労働基準局労働条件政策課長
・伊奈 友子 経済産業省商務・サービスグループ物流企画室長
・宮浦 浩司 農林水産省食料産業局食品流通課長

オブザーバー

【荷主】
・上田 正尚 （一社）日本経済団体連合会産業政策本部長
・五十嵐克也 日本商工会議所流通・地域振興部長
・黒川 毅 日本機械輸出組合国際貿易円滑化委員会委員長

【トラック運送業】
・坂本 克己 （公社）全日本トラック協会会長
・馬渡 雅敏 （公社）全日本トラック協会副会長

【労働組合】
・難波 淳介 全日本運輸産業労働組合連合会 中央執行委員長
・山口 浩一 全国交通運輸労働組合総連合 中央執行委員長

「トラック運送業の適正運賃・料金検討会」委員
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第7回 トラック運送業の適正運賃・料金検討会

日時：平成30年5月9日（水）13:00～14:30

場所：中央合同庁舎3号館 11階 特別会議室

主な議事内容

「持続可能なトラック運送機能を確保していく上での共通認識の醸成について」

上記議題について、各委員及びオブザーバーより下記のような意見があった。

〇運送事業者にコンプライアンス違反となる運行を強いることのないよう、ガイドラインを通じて荷主側に示す必要が
ある。

〇コンプライアンス違反が運送事業者側だけの問題ではなく、違反の際には荷主側にどのような問題が生じるかを、
手引き等を通じて荷主側にも問題意識を持たせるべきである。

〇荷主側から運送事業者にコンプライアンス違反となる運行を強いることのないよう、荷主勧告制度の実効性をあげ
ていくとともに、独禁法・下請法の観点から他省庁とも連携して取り組みたい。

〇参入規制緩和・事後チェック型の運送業において、きちんとチェックを行えることが、コンプライアンス違反の事業者
と、それに関与する荷主への対策に直結する。

上記の意見を踏まえ、荷主と運送事業者双方で持続可能なトラック運送機能を確保していく上での共通認識をもち、適
切な取引環境をつくることができるように、手引き書を作成する予定。 2


